2011/10/21　５－①
千里クラブ 第23期 10月例会教育「表決と選挙」
　　　　　　
※所要 約20分（持ち時間に応じて青字部分を省略してください）
Ｕ＝浦濱：今月の教育は、「表決と選挙」についてですね。

このテーマは、石崎さんが選んだとお聞きしましたが

どうして、こんな難しいテーマに、興味があるのですか？

Ｉ＝石崎：千里クラブの例会に出ていると、１年に何回も選挙があるのに、

　　何の選挙をしているのか？　どういう方法で選んでいるのか？

　　よくわからないからです。

Ｕ：なるほど、それで選挙について勉強して、教育で発表しようと思ったのですね。では今から、選挙のこと、いろいろと教えてください。

Ｉ：はい。では皆さん、配布資料の１をご覧ください。千里クラブでは、

１０月、２月、３月、５月と、１年に４回も選挙をしています。

　　そして、選挙には、指名委員を選ぶ選挙と、役員を選ぶ選挙の

２種類あることが、わかりました。

Ｕ：確かに、しょっちゅう選挙をしていますね。先ほどのビジネスでも

　　投票用紙に名前を書きました。会長が宣言するときもあるし

決め方もいろいろあるみたいですね。

Ｉ：そうなんです。選挙の話をする前に、どんな決め方があるのか？　を

知らないと、前に進めないことがわかりました。

Ｕ：そうそう、その決め方のことを、このグリーソン議事法ダイジェストに

「表決」と書いてありました。　配布資料の２にありますね。

Ｉ：「表決」は、『グリーソン議事法ダイジェスト』によると

　　１０種類あるのですが、私が知っているのは

　・口頭　これは会長が賛成の方は『賛成』と言ってくださいって言う分です。

　・挙手　これはいつもの、賛成の方は右手を上げてくださいって言うのです。

　・投票用紙　これは、選挙の時に使いますね。

　・全会一致　これは議事録承認とかで、会長が「ご異議のある方がなければ

承認されたものとします」って言う分ですね。

　・郵送　 あまり馴染みがありませんが、ＩＴＣ世界大会で、ＩＴＣの役員を

選ぶ選挙では、千里クラブが選んだ候補者を郵送で投票します。

Ｕ：普段の例会で、私たちは結構、いろいろな表決を経験しているのですね。

　　ところで、拍手で賛成したりしますが、拍手でも良いのですか？
Ｉ：拍手は、賛成の気持ちの表明であって、ＩＴＣでは「拍手による表決」はありません。拍手とともに、「賛成」と意思表示したら良いですね。
Ｕ：これからは、拍手しながら「賛成」と言います。

次に表決における過半数について、おしえてください。

Ｉ：過半数というのは、投票した数の半分を超える数だそうです。

Ｕ：千里クラブは、会員数２２名ですが、過半数は１２名ですか？

Ｉ：いえいえ、違います。配布資料の３をご覧ください。

「会員数」でも、「出席者数」でもなく、

表決においては「投票した数」の半分を超える数が、過半数です。

Ｕ：では、左上の図で、具体的に説明してください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５－②

Ｉ：会員数２２名から欠席者１名を除いた２１名が出席者数で

その出席者数から棄権した１名を除いた２０名が「投票数」ですから

その過半数は、１１票になります。

Ｕ：半分の１０票ではなく、半分を超えた１１票になるのですね。

　　覚えておきます！　次に３分の２について、左下の図で説明してください。

Ｉ：出席者数から棄権した１名を除いた２１名が投票数になるので

　　３分の２は、１４票になります。

Ｕ：３分の２の場合は、３分の２ちょうどでも良いわけですね。

　　この３分の２というのは、どういう時に使うのですか？

Ｉ：会則を修正したり、大切な議事を審議する時などに必要な数です。
Ｕ：過半数とか、表決の種類とか、最初に基本的なことを教えてもらったので

良いウォーミングアップになりました。さぁいよいよ、選挙について

お聞きします。選挙は確か、審議事項の時間でしたよね。

Ｉ：選挙の中でも、会則で特定の時期に行うことが規定されている選挙は、

「特別審議事項」とか、「特別予定議事」とみなされて審議の最初に行います。

Ｕ：ところで千里クラブでは、来期の新役員は、毎年５月例会で決まりますがその５月例会では、投票してないように思うのですが、なぜですか？

Ｉ：配布資料２枚目、５の「千里クラブ会則　７の３の２」をご覧ください。

「候補者が１つの役職に対して１名しかいない場合は、議長はその候補者が選出されたことを宣言することができる」と会則で決めています。

　候補者が１名の時は、投票ではなく、会長が宣言することができます。

Ｕ：だから、５月は役員選挙と言うのに、投票がなかったのですね。

　　ところで、この５月の選挙までに、どうやって役員候補者を見つけることができるのですか？　誰かが立候補したと聞いたことがありませんし

　　役員候補者を見つける「名人」が、千里クラブにはいるのですか？

Ｉ：その役員候補者を見つける「名人」のことを、「指名委員」と呼んでいます。
　　指名委員の役割は、配布資料７にありますので、後で見ておいてください。

　　さて、この指名委員は、常任委員会のように、会長が指名するのではなく

会員の中から、選挙で選ばなくてはいけません。

Ｕ：なるほど、役員候補者を見つける指名委員を、先に選挙で選ぶのですね？

Ｉ：そうです。配布資料５の「千里クラブ会則　７の１」をご覧ください。

千里クラブでは５月に役員選挙をするので、その３回前の２月例会で

「指名委員選挙」を行い、指名委員を３名選びます。

この選挙は慣例により「相対多数」という方法を使います。

Ｕ：相対多数って、なんですか？

Ｉ：配布資料５の「千里クラブ会則　７の３」をご覧ください。

Ｕ：えっ、また会則ですか？

Ｉ：浦濱さん、会則はとても大事なんですよ。会則７の３の３に「投票総数の過半数を得て当選」とあります。役員選挙では必ず過半数が必要です。

しかし、指名委員のように３名選ぶときは、相対多数の表決を使って、得票数の多い人から順に選ぶことにしています。ただし、この相対多数は最善の方法ではないこと、便宜上使っていることを、覚えておいてください。

５－③

Ｕ：だから、先ほどのビジネスで、会長は選挙をする前に、「ご異議がなければ、相対多数の選挙をいたします」とフロアの承認を得ていたんですね。

Ｉ：そのとおりです。会長は他にも、相対多数について説明していましたね。

Ｕ：はい。３位が同点になった時の説明がありました。今まで、同点の時は

「ITC歴の古いほうが当選」とか言われて、びくびくしていましたが、

今年は「同点者があれば再投票すべき・・・」という説明でした。

Ｉ：（選挙は、異議がなければ、議長が述べた方法で行うことができますが）
「同点になったらITC歴で」とか、議長は先に選出条件を限定することはできません。公平性を欠くことになり、民主主義の原理に反するからです。同点の場合、本来は再投票すべきですが、できないときは当事者同士で決めることになります。方法は、じゃんけん、くじ引き、コイントスなどを使います。もちろん、当事者同士で相談して決めてはいけません。
Ｕ：今日は「３位が同点の時は、くじ引き」と聞きましたが、どこかの町長選挙で、町長をじゃんけんで決めているのを、テレビで見たことがあります。

（では同点の当事者が欠席の場合は、誰かが代理でくじを引くのですか？）
（Ｉ：絶対ではありませんが、欠席の場合は再投票が公平ではないかと思います。　　クラブで、カウンスルの指名委員候補者を選ぶ選挙の場合は、そもそも当事者が居ませんから、同点になった時に、代わりにくじを引く人をあらかじめ決めておくと良いですね。）

(Ｕ：)話を、相対多数の表決に戻して、投票用紙にはどう書けば良いのですか？

Ｉ：３名選ぶ時は、１枚の投票用紙に３名、記入します。　

会長が投票の終了を宣言したら、会員は投票用紙を２つに折って、投票箱に入れます。この時、誰かに渡したりせず、直接投票箱に入れてください。

Ｕ：投票が終われば、いよいよ集計ですね。集計する係りのことを、テラーと言って、会長が３名任命するんですよね。　意味は「投票計算係り」だと聞きました。　私は時々、このテラーというお役に当たるのですが、

相対多数の時、集計の方法がわからなくて、いつも困るんです。

Ｉ：では配布資料６の「相対多数の表決による選出」をご覧ください。

この図は集計のイメージです。３名のテラーは協力して集計します。

Ｕ：一気に難しくなってきました。まず投票用紙の枚数ですね。

Ｉ：何か記入されている投票用紙が、①の投票総数で、これを数えます。

何も書かれてない白票は、数えません。

その後、①の投票総数の中から、④の無効票の枚数を数えます。

Ｕ：相対多数の場合の、無効票とはどういうものですか？

Ｉ：３名連記の投票用紙の、一部だけ不備のときは、無効票とは言いません。

３名とも正しく書かれていない時や、４名以上の記入があった場合、その投票用紙を無効票と言います。

Ｕ：（ここまでは、投票用紙の枚数で数えて）ここからは、各候補者の得票数を数えるんですね。

Ｉ：②の得票総数の票数が多いのは、投票用紙に３名書くからですね。

Ｕ：テラーは集計した後、会長の指示で、いよいよ「読み上げ」ますね。
５－④

Ｉ：①番目は「投票総数」です。何も書かれてない白票の数は報告しません。

②番目の「得票総数」は、各候補者の得票数を合計したものです。

③は会員の得票数を、多い人から順に全員、名前と得票数を読み上げます。

ただし、０票の人も読みます。最後に④の無効票を報告します。

Ｕ：次に、投票用紙に書かれた名前が、有効かどうかを教えてください。

Ｉ：３名のうち２名だけ記入、1名は記入漏れや、記入に不備がある時は、

２名は有効ですが、1名分は白紙とみなし数えません。

同じ人の名前を２回書いてあるときは、

1つ目は有効で、２つ目は得票数に入れません。

無資格者の名前はその1名が無効ですが、候補者ではないけれど有資格者の名前が書いてある時は、無効にはならないので、結果として有効です。

Ｕ：ではたとえば浦濱と書くつもりが、難しいほうの「濱」の漢字が少し違う

みたいだけど、誰が見ても浦濱だという時、その1票は有効ですか？

Ｉ：大丈夫です。細かい技術的な誤りはあっても、投票の意味が明白な場合、その投票は有効です。

Ｕ：これで、テラーに任命されても安心です。ところで先ほどの選挙ですが、どうしてカウンスルの指名委員の選挙が、千里クラブであるんですか？　

いつもこれで頭が混乱します。

Ｉ：そもそもカウンスルの指名委員は、どの会合で選ばれますか？

Ｕ：カウンスルの指名委員だから、カウンスル会合で選ばれると思います。

Ｉ：そのカウンスル会合で、投票するのは誰ですか？

Ｕ：それはカウンスル派遣員の役割だから、千里クラブは音田さんですね。

Ｉ：では、派遣員の音田さんにお聞きします。カウンスルの指名委員選挙の時、誰に投票するか決めるのは音田さんですか？

Ｏ：いいえ、ボクが決めるのではありません。　カウンスル派遣員の役割は、クラブが決めた意見をカウンスル会合に持っていって投票することです。

Ｉ：音田さん、ありがとうございます。カウンスル派遣員の音田さんが、

先ほどの選挙で、選ばれた３名を、カウンスル会合で投票してくれます。

Ｕ：カウンスルの指名委員は、№５の全ての会員で選挙するのですか？

Ｉ：全ての会員が候補者になって、選挙するわけではありません。

最初は、各クラブ１名ずつ、指名委員候補者を選びます。たとえば千里ク
ラブでは、役員会から推薦された藤井さんを、９月例会で選びましたね。
その後、カウンスルから届く『候補者一覧表』の中から、各クラブは相対
多数の選挙をして、指名委員候補者を３名選ぶのです。
Ｕ：それが先ほどの選挙だったんですね。
　　千里クラブからも、３名選びました。
Ｉ：そうです。クラブで選んだ３名を、カウンスル派遣員が、１１月末のカウンスル会合で投票し、今期のカウンスルの指名委員が決まるのです。

Ｕ：カウンスルの指名委員を選ぶ仕組みが、やっとわかりました。

Ｉ：では最後に、配布資料の1枚目に戻って

４の「表決－議長の立場」をご覧ください。

会長が、議長の立場で表決に参加するときのことをお話します。

５－⑤

Ｕ：投票用紙での選挙は、内容の秘密を守れますから、

会長も最初から表決に参加できるのですね。

Ｉ：はい。でも挙手で決める場合は、会長は、最初は表決に参加しません。

ただ、過半数の表決で、可否同数になったとき、

会長が表決に参加しなければ、このまま否決されますが

会長が賛成に手をあげると、この議案は可決されます。

次に、過半数の表決で、賛成票が１票多いとき、

会長が表決に参加しなければ、このまま可決されますが

　会長が反対に手をあげると、可否同数になり、この議案は否決されます。

このように、可否同数にするためにも、可否同数を阻止するためにも

議長は投票することができます。

３分の2の表決の場合も同じです。（必要な3分の2の表決を得るためにもまたはそれを阻止するためにも投票することができます。）

Ｕ：表決って、案外スリリングなものなんですね。

さて今日の教育を振り返ってみると、私は、

テラーの役割、特に相対多数の時の「集計の方法」がよくわかりました。

石崎さんは、いかがでしたか？

Ｉ：選挙について勉強してみて、一番印象に残ったのは「１票の大切さ」です。

今回、「白票や棄権は投票数から除かれる」と学びました。

これは、反対した人と同じ扱いにならないようにするためで

棄権することによって、中立の立場を維持する権利をもちます。

Ｕ：中立の立場も、大事ですよね。

Ｉ：棄権や白票で、もう１つ学んだことがあります。

　　配布資料３の「表決 － 過半数」の、右側にある図をご覧ください
棄権というのは、挙手の場合、

賛成でも、反対でも、どちらにも「手をあげない」ということですが

　　この図のように、棄権が１０名になると、会員が２２名居ても、

たった６名の少数の賛成で、可決されてしまいます。

Ｕ：この図でみると、石崎さんのおっしゃるとおり、１票は本当に大切ですね。

以前ＩＴＣの先輩に、「迷ったら、棄権ではなく、とりあえず反対しなさい」　

　　と、教えてもらったことがあります。

Ｉ：確かに、賛否がわからない時は、反対するのも１つの方法ですね。

一番良くないのは、「周りが賛成しているから、私も賛成しておこう」です。

これから、採決をする時は、わからないまま賛成しないで

わからない点は質問し、よく考えて、賛否を決めたいと思います。

Ｕ：石崎さん、ありがとうございます。今日はいろいろと勉強になりました。　皆さん、何かご質問はありませんか？　今日の教育「表決と選挙」を準備するにあたり、京都クラブの常田道子さんと大阪クラブの坂口正子さんに、多くのことを教えて頂きました。お二人のご指導に深く感謝申し上げます。

　　皆さん、お疲れ様でした。これで今日の教育を終わります。　　　　以上

指導：京都クラブ　常田道子、大阪クラブ　坂口正子

作成：千里クラブ　浦濱恭子
